
（別紙３）

○事業所名 edu.base⾕⼭

○保護者評価実施期間
令和7年 1⽉11⽇ 〜 令和7年 1⽉31⽇

○保護者評価有効回答数 （対象者数） 46
28

○従業者評価実施期間
令和7年 1⽉11⽇ 〜 令和7年 1⽉31⽇

○従業者評価有効回答数 （対象者数） 5
5

○事業者向け⾃⼰評価表作成⽇
令和7年 1⽉20⽇

事業所の強み（※）だと思われること
⼯夫していることや意識的に⾏っている取組等 さらに充実を図るための取組等

1

2

3

事業所の弱み（※）だと思われること
事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や⼯夫が必要な点等

1

2

3

（回答者数）

（回答者数）

児童のことを⼗分理解し、児童と保護者のニーズや
課題を客観的に分析された上で、放課後等デイサー
ビス計画を作成して⽀援に取り⼊れれている。

⾒学時や契約時に児童の詳細な情報を収集した上で
事業所内で⽀援内容検討している。またモニタリン
グで得た情報も全職員で共有して⽀援に取り⼊れる
ようにしている。

学校や関係機関との連携をより密に⾏い、より詳細
な情報を知り得た上で計画書を作成し⽀援に取り⼊
れれよう努める。

事業所の活動プログラムが固定化されないようにし
ている。

様々な活動内容を⽇々模索している。また祝⽇や⼟
曜に関しては様々な体験学習できるよう調整してい
る。活動内容はそれぞれの児童に合わせた活動難易
度の調整を⾏っている。

保護者参加型の活動の導⼊や放課後児童クラブや児
童館との交流、地域の他のこども達の交流が出来る
機会を設けれるよう努める。

事業所内空間は清潔に保ち、⼼地よく過ごせる環境
に調整して児童たちが安⼼感をもって通所できるよ
うにしている。

活動終了時に職員と児童で掃除の時間を設けてい
る。また児童たちにとって気持ちの切り替え等が出
来るよう個室を準備してある。

事業所内設備や物品の整理を⾏うことでより広い空
間を作り、児童たちにとって楽しく安⼼して過ごせ
る環境作りに努める。

事業所では、事故防⽌マニュアル、緊急時対応マ
ニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マニュアル
等が策定しているが、保護者に周知・説明する機会
は少ない。また発⽣を想定した訓練や防災訓練を児
童と共にも⾏っているが全ての訓練を児童と⾏えて
いない。

マニュアルに関しては契約時に説明は⾏っている
が、それ以降伝える機会があまりないことや緊急時
の訓練も⾏ってはいるが回数が少ないこともあり保
護者に伝わっていない現状がある。

保護者会などの機会に再度、マニュアルについて説
明を⾏う。また緊急時の訓練に関しても訓練⾵景な
どをLINEのVOOMやインスタグラムなどのSNSを
活⽤して周知を図るよう努める。

放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他の
こどもと活動する機会があまりない。

関係施設の児童との交流は⾏えているが、地域のこ
ども達と交流する機会は設けれていない。

今後は地域のイベント等に参加する中で地域の児童
と交流できる機会や他施設放課後等デイサービスと
の繋がりを持ち、定期的に交流できる環境を作って
いけるよう努める。

家族に対して家族⽀援プログラム(ペアレント・ト
レーニング）や家族等も参加できる研修会や情報提
供の機会等が⾏うことが出来ていない。

家族に対して情報共有は⾏っているが、家族に対し
ての⽀援は⾏えていない。また研修会などの情報を
⼊⼿する機会があまりないこともあり、家族に対し
て提案も出来ていない。

職員⼀⼈⼀⼈の知識技術の向上を図り、家族に対し
ての⽀援を⾏える体制作りが必要。また研修会等の
情報を⼊⼿する⼿段を検討して、保護者の⽅に提案
できる環境を作れるよう調整する。

○ 分析結果

※より強化・充実を図ることが期待されること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
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事業所名 edu.base⾕⼭
公表⽇ R7年2⽉26⽇

利⽤児童数 40 回収数 26

チェック項⽬ ご意⾒ ご意⾒を踏まえた対応

環
境
・
体
制
整
備

1
こどもの活動等のスペースが⼗分に確保されていると思います
か。

23 2 1 0
・事業所の整理整頓を⾏い、活動
スペースを広げれるよう努める。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。 25 1 0 0
・スタッフが毎⽇何⼈いるのか⾃
分が把握出来てないない

・職員の⼊れ替わり等があった際
は書⾯やSNSにて通達を⾏い、職
員を多く配置できていることを周
知するよう努める。

3

⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になって
いると思いますか。また、事業所の設備等は、障害特性に応じ
て、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切になされてい
ると思いますか。

23 3 0 0

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっていると思
いますか。また、こども達の活動に合わせた空間となっている
と思いますか。

24 1 1 0

適
切
な
⽀
援
の
提
供

5
こどものことを⼗分に理解し、こどもの特性等に応じた専⾨性
のある⽀援が受けられていると思いますか。 

25 3 0 0

・⽀援の様⼦をみていないのでわ
からない
・他の⼦とも⼀緒なので、適当か
は分かりません。

6
事業所が公表している⽀援プログラムは、事業所の提供する⽀
援内容と合っていると思いますか 。

26 2 0 0

7
こどものことを⼗分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が
客観的に分析された上で、放課後等デイサービス計画（個別⽀
援計画）が作成されていると思いますか。

28 0 0 0

8

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガイド
ラインの「放課後等デイサービスの提供すべき⽀援」の「本⼈
⽀援」、「家族⽀援」、「移⾏⽀援 」で⽰す⽀援内容からこども
の⽀援に必要な項⽬が適切に設定され、その上で、具体的な⽀
援内容が設定されていると思いますか。

27 1 0 0

9
放課後等デイサービス計画に沿った⽀援が⾏われていると思い
ますか。

27 1 0 0

10
事業所の活動プログラムが固定化されないよう⼯夫されている
と思いますか。

26 2 0 0

11
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこどもと活
動する機会がありますか。

15 10 3 0
・そのような取り組みがあること
を知りませんでした。
・わからない

・今後は児童クラブや地域のこど
もとの関わりを持つことができる
よう連携を図る。

12
事業所を利⽤する際に、運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負
担等について丁寧な説明がありましたか。

27 1 0 0

13
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら、⽀援内容の説明
がなされましたか。

27 1 0 0

14
事業所では、家族に対して家族⽀援プログラム(ペアレント・ト
レーニング等)や家族等も参加できる研修会や情報提供の機会等
が⾏われていますか。

22 6 0 0
・そのような取り組みがあること
を知りませんでした。

・モニタリングや保護者会を⾏う
中で伝えられるよう努める。

15
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発
達の状況について共通理解ができていると思いますか。

25 3 0 0 ・⽇頃はないです。
・⽇々の記録の中や送迎時に伝え
られることは伝えるよう努める。

16
定期的に、⾯談や⼦育てに関する助⾔等の⽀援が⾏われていま
すか。

23 4 1 0

はい
どちらとも
いえない

いいえ わからない

・活動の内容による
・本⼈が体が⼤きいこともあり、もう
少し広い⽅がと話すことがあります。
・ボールが⾶び交ったりするときに
ちょっと狭いかなと思うそうです

・引き続き児童の特性を把握して、職
員間で共有が図れるよう努める。また
⽇々の記録の中や送迎時に伝えられる
ことは伝えるよう努める。



保
護
者
へ
の
説
明
等

17 事業所の職員から共感的に⽀援をされていると思いますか。 27 1 0 0

18

⽗⺟の会の活動の⽀援や、保護者会等の開催等により、保護者
同⼠の交流の機会が設けられるなど、家族への⽀援がされてい
るか。また、きょうだい向けのイベントの開催等により、きょ
うだい同⼠の交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの⽀
援がされていますか。

23 5 0 0
・参加しないので
・そのような取り組みがあること
を知りませんでした。

・今後はSNSや保護者会にてイベ
ント等を⾏っていることを周知し
ていく。またイベント等を通して
交流出来る機会を多く設けられる
よう努める。

19

こどもや家族からの相談や申⼊れについて、対応の体制が整備
されているとともに、こどもや保護者に対してそのような場が
あることについて周知・説明され、相談や申⼊れをした際に迅
速かつ適切に対応されていますか。

25 3 0 0

20
こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなさ
れていると思いますか。

24 4 0 0

21
定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や⾏事予
定、連絡体制等の情報や業務に関する⾃⼰評価の結果をこども
や保護者に対して発信されていますか。

26 2 0 0

22 個⼈情報の取扱いに⼗分に留意されていると思いますか。 27 1 0 0

⾮
常
時
等
の
対
応

23

事業所では、事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防
犯マニュアル、感染症対応マニュアル等が策定され、保護者に
周知・説明されていますか。また、発⽣を想定した訓練が実施
されていますか。

17 11 0 0
・そのような取り組みがあること
を知りませんでした。

24
事業所では、⾮常災害の発⽣に備え、定期的に避難、救出その
他必要な訓練が⾏われていますか。

17 11 0 0
・そのような取り組みがあること
を知りませんでした。

25
事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知
される等、安全の確保が⼗分に⾏われた上で⽀援が⾏われてい
ると思いますか 。

24 4 0 0

26
事故等（怪我等を含む。）が発⽣した際に、事業所から速やか
な連絡や事故が発⽣した際の状況等について説明がされている
と思いますか。

24 4 0 0

・速やかではない
・そのような状況になったことが
ありません。

・再度職員間で事故発⽣時のマ
ニュアルを⾒直して、迅速に対応
できるよう努める。

満
⾜
度

27 こどもは安⼼感をもって通所していますか。 28 0 0 0

28 こどもは通所を楽しみにしていますか。 25 2 1 0
・これはうちの⼦がスゴく⾏きた
いわけではないからです
・楽しんで通ってます

・児童にとって、楽しく成⻑でき
る環境を模索して提供できるよう
努める。

29 事業所の⽀援に満⾜していますか。 26 2 0 0

・モニタリングや保護者会を⾏う中で
伝えられるよう努める。またSNSにて
訓練の⾵景などの写真を添付して、よ
りイメージが湧きやすいよう⼯夫す
る。

・モニタリングや保護者会を⾏う中で
伝えられるよう努める。またSNSにて
訓練の⾵景などの写真を添付して、よ
りイメージが湧きやすいよう⼯夫す
る。
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事業所名 edu.base⾕⼭
公表⽇      R7年 2⽉ 26⽇

チェック項⽬ はい いいえ ⼯夫している点 課題や改善すべき点

環
境
・
体
制
整
備

1
利⽤定員が発達⽀援室等のスペースとの関係で適切である
か。

◯

2
利⽤定員やこどもの状態等に対して、 職員の配置数は適切
であるか。

◯

3

⽣活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境に
なっているか。また、事業所の設備等は、障害の特性に応
じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配慮が適切に
なされているか。

◯

4
⽣活空間は、清潔で、⼼地よく過ごせる環境になっている
か。また、こども達の活動に合わせた空間となっている
か。

◯

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使⽤すること
が認められる環境になっているか。 

◯

気持ちの切り替えなどが必要な際など
状況に応じて提供できる場所が確保で
きている。

業
務
改
善

6
業務改善を進めるためのPDCA サイクル（⽬標設定と振り
返り）に、広く職員が参画しているか。

◯

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機
会を設けており、その内容を業務改善につなげているか。

◯

8
職員の意⾒等を把握する機会を設けており、その内容を業
務改善につなげているか。

◯

職員が相談しやすい環境は整備されて
おりその都度相談が⾏えている。

9
第三者による外部評価を⾏い、評価結果を業務改善につな
げているか。

◯

現状実施できていない。

10
職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法
⼈内等で研修を開催する機会が確保されているか。

◯

様々な講師の⽅をお招きし研修を実施
できいる。

適
切
な
⽀

11 適切に⽀援プログラムが作成、公表されているか。 ◯

⽀援プログラムを作成し公表してお
り、その⽇の様⼦などもインスタグラ
ムやlinevoomでも公開している。

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に⾏い、こども
と保護者のニーズや課題を客観的に分析した上で、放課後
等デイサービス計画を作成しているか。

◯

担当を中⼼に会議を⾏い管理者や他職
員からの意⾒などを反映しつつ保護者
に提案を⾏い、保護者と話し合いのう
えで作成している。

13

放課後等デイサービス計画を作成する際には、児童発達⽀
援管理責任者だけでなく、こどもの⽀援に関わる職員が共
通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が⾏わ
れているか。 

◯

作成時は担当を中⼼に実施している
が、相談などをする時間を設けており
その場で修正加筆をしつつ児童への⽀
援を最優先に実施している。

14
放課後等デイサービス計画が職員間に共有され、計画に
沿った⽀援が⾏われているか 。

◯

計画作成後は全職員が確認できる環境
の整備を⾏いつつ、特記事項など必要
に応じて共有できている。

 

15

こどもの適応⾏動の状況を、標準化されたツールを⽤いた
フォーマルなアセスメントや、⽇々の⾏動観察なども含む
インフォーマルなアセスメントを使⽤する等により確認し
ているか。

◯

・個⼈ファイルなど職員が⾃由に⾒れ
る環境を整備しつつ担当者会議やモニ
タリングなどで得た情報も職員間で共
有する時間も設定できている。

16

放課後等デイサービス計画には、放課後等デイサービスガ
イドラインの「放課後等デイサービスの提供すべき⽀援」
の「本⼈⽀援」、「家族⽀援」、「移⾏⽀援」及び「地域⽀
援・地域連携」のねらい及び⽀援内容も踏まえながら、こ
どもの⽀援に必要な項⽬が適切に設定され、その上で、具
体的な⽀援内容が設定されているか。

◯

・家族⽀援にまだ課題があるが、本⼈
⽀援や移⾏⽀援などはしっかりと⾏え
ており家族⽀援に関しても保育所等訪
問の打診などを⾏い参加できるよう取
り組みを開始できている。

17 活動プログラムの⽴案をチームで⾏っているか。 ◯

備品設置場所の調整を⾏っている。

基準上は問題はないが、今後も常に備

品等の設置位置等の調整を⾏い、ス

ペース確報を⾏う。

引き続き児童に対しての職員数を保て

るよう努める。

今後はバリアフリー化できるよう⼿す

り等の設置等を⾏っていく。

活動内容に応じて⼼地よく過ごせるよ

う、随時⼯夫をしていく

個室の整理整頓を⾏い、児童たちが落

ち着ける環境に調整する。

職員間で情報共有は図り、児童⼀⼈⼀

⼈に対して同じ⽀援を提供できるよう

努める。

頂いた意⾒を参考に改善を図り、より

良い⽀援が提供できるよう努める。

引き続き相談できる環境作りを怠らな

いよう努める。

今後、外部評価を⾏い、より良い⽀援

に繋がるよう努める。

引き続き多くの職員が参加できる体制

を作っていけるよう努める。

⽀援プログラムが多くの保護者の⽅に

伝わるよう今後も⼯夫していく。

モニタリング等で上がった課題に関し

ては随時計画書に反映して、⽀援して

いけるよう努める。

職員間で情報共有は図り、児童⼀⼈⼀

⼈に対して同じ⽀援を提供できるよう

努める。

常に職員が計画を⾒ることができるよ

うにしており、計画の確認や共有を今

後も⾏っていく。

アセスメントツールをどの職員も⼀定

に使⽤できるよう今後も使い続けなが

ら研修を⾏なっていく。

本⼈⽀援、家族⽀援を中⼼に⽀援内容

を考える機会が多いので、今後は地域

⽀援にも⽬を向けてよりよい⽀援内容

を検討していけるようする。

専⾨職によるアセスメントを基に活動

プログラムにも反映しているが、より

専⾨的に活動プログラムの⽴案を⾏

なっていく。

1⽇の職員配置を適切に保つために、職員
の休みが重ならないように配慮している

評価表を元に改善できる点は早急に改善を
図っている。
回収率が不完全な部分もあるので回収の徹
底が必要。

⾒通しが⽴てれるよう１⽇のスケジュールを⽩板に⽰し
ている。またトイレの位置や荷物の置き場所等も提⽰し
ている。

活動終了後に清掃を⾏い、事業所を清潔に保って

いる。

会社全体で業務改善委員会を設⽴し、委員会を中

⼼に各事業所で業務改善を図っている。

・⽴てたプランに対し、その⽇に合わ
せて詳細を決めることが出来ている。



⽀
援
の
提
供

18 活動プログラムが固定化しないよう⼯夫しているか。 ◯

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合
わせて放課後等デイサービス計画を作成し、⽀援が⾏われ
ているか。

◯

20
⽀援開始前には職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏われ
る⽀援の内容や役割分担について確認し、チームで連携し
て⽀援を⾏っているか。

◯

・前⽉に計画を作成し準備を開始し、
当⽇朝礼や前⽇などにも確認と共有を
実施している。

21
⽀援終了後には、職員間で必ず打合せを⾏い、その⽇⾏わ
れた⽀援の振り返りを⾏い､気付いた点等を共有している
か。

◯

・気付いた点や気になった点などを毎
回確認を実施できている。

22
⽇々の⽀援に関して記録をとることを徹底し、⽀援の検
証・改善につなげているか。

◯

・毎回全員分の⽀援記録を作成し管理
者に報告も実施できている。

23
定期的にモニタリングを⾏い、放課後等デイサービス計画
の⾒直しの必要性を判断し、適切な⾒直しを⾏っている
か。

◯

・毎⽉の動向などを確認しつつ定期的
に実施できている。

24
放課後等デイサービスガイドラインの「４つの基本活動」
を複数組み合わせて⽀援を⾏っているか。

◯

・計画に基づき実施できている。

25
こどもが⾃⼰選択できるような⽀援の⼯夫がされている
等、⾃⼰決定をする⼒を育てるための⽀援を⾏っている
か。

◯

・判断⼒など個⼈差がまだ⼤きく、で
きている児童とできていない児童があ
り安全⾯などを優先することもある。

関
係
機
関
や
保
護
者
と
の
連
携

26
障害児相談⽀援事業所のサービス担当者会議や関係機関と
の会議に、そのこどもの状況をよく理解した者が参画して
いるか。

◯

・担当が管理者と打ち合わせを実施し
たうえで、管理者またはリーダーが参
加している。

27
地域の保健、医療（主治医や協⼒医療機関等）、障害福
祉、保育、教育等の関係機関と連携して⽀援を⾏う体制を
整えているか。

◯

・各連絡先や緊急時のマニュアルを作
成・掲⽰を⾏ってあり職員間で把握が
できている。

28
学校との情報共有（年間計画・⾏事予定等の交換、こども
の下校時刻の確認等）、連絡調整（送迎時の対応、トラブ
ル発⽣時の連絡）を適切に⾏っているか。

◯

・利⽤児童によっての偏りはあるが、
交流級の担任の先⽣および⽀援級の担
任の先⽣の把握および連絡などを⾏え
るよう整備されている。

29
就学前に利⽤していた保育所や幼稚園、認定こども園、児
童発達⽀援事業所等との間で情報共有と相互理解に努めて
いるか。

◯

30
学校を卒業し、放課後等デイサービスから障害福祉サービ
ス事業所等へ移⾏する場合、それまでの⽀援内容等の情報
を提供する等しているか。

◯

主に管理者が担当をし移⾏⽀援を家庭
および関係機関と実施している。

31
地域の児童発達⽀援センターとの連携を図り、必要等に応
じてスーパーバイズや助⾔や研修を受ける機会を設けてい
るか 。

◯

全体会議の場において様々な専⾨機関
の⽅たちから研修をうける機会を定期
的に実施している。

32
放課後児童クラブや児童館との交流や、地域の他のこども
と活動する機会があるか。

◯

現状実施できていない。

33 （⾃⽴⽀援）協議会等へ積極的に参加しているか。 ◯

現状実施できていない。

34
⽇頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達
の状況や課題について共通理解を持っているか。

◯

問題があった際だけではなく、成⻑を
感じた場⾯などを共有し連携を図りな
がら実施している。

35
家族の対応⼒の向上を図る観点から、家族に対して家族⽀
援プログラム（ペアレント･トレーニング等）や家族等の
参加できる研修の機会や情報提供等を⾏っているか。 

◯

保護者会の実施だけでなく保護者参観
期間を新しく設けるなどご家庭の⽅に
も⽀援の場をより知ってもらえるよう
実施している。

36
運営規程、⽀援プログラム、利⽤者負担等について丁寧な
説明を⾏っているか。

◯

契約時だけでなく事前にご家庭の負担
部分がある際は連絡を⾏い判断をあお
げるように実施している。

37

放課後等デイサービス提供を作成する際には、こどもや保
護者の意思の尊重、こどもの最善の利益の優先考慮の観点
を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設けて
いるか。 

◯

常に相談窓⼝を設けており保護者の⽅
からの声をいただける環境を整備し、
またこちらからも気づきなどがあった
際はご連絡するようしている。

38
「放課後等デイサービス計画」を⽰しながら⽀援内容の説
明を⾏い、保護者から放課後等デイサービス計画の同意を
得ているか 。

◯

モニタリング後など必ず保護者の⽅に
相談と同意を得て実施している。

・様々な種類の活動が各曜⽇にバラン
スよく分散するようカリキュラムを
作っている。

・⼦供の状況に合わせて計画を⽴てる
ことができている。

保育所や幼稚園等との連携ができてい
ない部分がある。

定期的に新規の活動を⽴案していく。

引き続き⾏っていく。

⽀援を⾏う⽬的等も把握したうえで⽀

援に臨めるよう努める。

児童⼀⼈⼀⼈の課題を意識して全職員

が⽀援に臨むよう努める。

モニタリングを⾏うにあたって、児童

⼀⼈⼀⼈ケース会議を⾏い、より詳細

な情報を保護者の⽅に伝えられるよう

努める。

引き続き意識しながら⽀援を提供でき

るよう努める。

安全性も考慮する中で⾃⼰決定を養え

る⽀援を提供できるよう検討する。

担当者会議前に職員間での情報共有や

⽅向性を決めて取り組んでいるため継

続して⾏なっていく。

今後も情報共有を図れるようにしてい

きたい

今後は地域や児童発達センターなどと

の連携が図れるよう努める。

地域との交流をどのように⾏うかを職

員間で検討していきたい。

情報収集不⾜により、会議開催等の実

際が把握できていないため、⾃⽴⽀援

会議等の参加を踏まえた情報収集を

⾏っていく。

今後もより伝わりやすいように⼯夫し

ながら、⾏っていく。

客観的な事実をより分かりやすい⽂で

記録できるよう努めたい。

引き続き情報共有を⾏い、漏れがないように努
める。

今後は新１年⽣の児童について、利⽤開始前の
段階でより情報を集められるようにしていく。

今後は可能な限りで担当者会議等を開催して、
情報共有を図る機会を設けれるよう努める。

送迎時や連絡ツールでのやり取りを通じて保護
者と情報交換を⾏い、共通理解を持つよう努め
ている。

定期的な⾯談を⾏い、困り感を把握しサポート
を⾏っていく。

引き続きいつでも相談できる環境作りに努め
る。

今後もより伝わりやすいように⼯夫しながら、
⾏っていく。



保
護
者
へ
の
説
明
等

39
家族等からの⼦育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、
⾯談や必要な助⾔と⽀援を⾏っているか。

◯

常に相談窓⼝を設けており保護者の⽅
からの声をいただける環境を整備し、
またこちらからも気づきなどがあった
際はご連絡するようしている。

40

⽗⺟の会の活動を⽀援することや、保護者会等を開催する
等により、保護者同⼠で交流する機会を設ける等の⽀援を
しているか。また、きょうだい同⼠で交流する機械を設け
る等の⽀援をしているか。

◯

⽀援⾒学や保護者会を開催し保護者同
⼠や保護者と⽀援者との交流を深める
ことができた。

41
こどもや保護者からの苦情について、対応の体制を整備す
るとともに、こどもや保護者に周知し、苦情があった場合
に迅速かつ適切に対応しているか。

◯

基本管理者が対応を⾏い当該職員だけ
だなく再発防⽌につとめるよう情報共
有に努めいている。

42
定期的に通信等を発⾏することや、HPやSNS等を活⽤す
ることにより、活動概要や⾏事予定、連絡体制等の情報を
こどもや保護者に対して発信しているか。

◯

インスタグラムやLinevoomなどを活
⽤し当⽇の様⼦など個⼈情報の取扱に
留意しながら情報発信を⾏っている。

43 個⼈情報の取扱いに⼗分留意しているか。 ◯

個⼈ファイルを作成し、関係者以外は
観覧出来ないような環境で保管してい
る。

44
障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のた
めの配慮をしているか。

◯

契約時の確認からしっかりと⾏い各職
員に情報共有を徹底できている。

45
事業所の⾏事に地域住⺠を招待する等、地域に開かれた事
業運営を図っているか。

◯

現状実施できていない。

⾮
常
時
等
の
対
応

46

事故防⽌マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュ
アル、感染症対応マニュアル等を策定し、職員や家族等に
周知するとともに、発⽣を想定した訓練を実施している
か。

◯

全職員が確認できる場所に掲⽰を⾏
い、各種訓練なども定期的に実施して
いる。

47
業務継続計画（BCP）を策定するとともに、⾮常災害の発
⽣に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練を⾏って
いるか。

◯

策定をし全職員が確認できる環境を整
備している。

48
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況
を確認しているか。

◯

契約時に確認を実施し全職員に共有を
⾏っている。 引き続き契約時に情報収集を⾏い、対応策

を職員間で共有、検討を⾏っていく。

49
⾷物アレルギーのあるこどもについて、医師の指⽰書に基
づく対応がされているか。

◯

契約時に確認を実施し全職員に共有を
⾏っている。医師の指⽰書などはない
児童もいるので整備課題ではある。

今後は可能な限りで医師の指⽰書や意⾒書
等を事前に⾒せてもらい、⽀援時に注意を
図れるようにする。

50
安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他
必要な措置を講じる等、安全管理が⼗分された中で⽀援が
⾏われているか。

◯

各種研修や訓練を実施しつつマニュア
ルの掲⽰も実施できている。

職員間での共通認識を今後も図っていく。

51
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよ
う、安全計画に基づく取組内容について、家族等へ周知し
ているか 。

◯

安全計画⾃体は実施できるが家族との
連携部分にまだ不安要素もあり今後の
課題

今後は家族との連携が図れる体制作りを
⾏っていく。

52
ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防⽌に向けた⽅策
について検討をしているか。

◯

各事業所内だけでなく、会社全体でも
共有をはかり再発防⽌に努めている。 今後も職員間で共有して⽀援の向上に努め

る。

53
虐待を防⽌するため、職員の研修機会を確保する等、適切
な対応をしているか。

◯

毎年必ず研修を実施各職員が意識でき
る環境整備をしている。 引き続き意識しながら⽀援を提供できるよ

う努める。

54

どのような場合にやむを得ず⾝体拘束を⾏うかについて、
組織的に決定し、こどもや保護者に事前に⼗分に説明し了
解を得た上で、放課後等デイサービス計画に記載している
か。

◯
計画書については未記載の場合もあるた
め、改善をしていく。

主に保護者会での相談会が主となって

いるため、悩み事の把握や相談できる

環境を増やしていく必要がある。

今まで以上に保護者同⼠、兄弟間の交

流する機会を多く設けれるよう努め

る。

引き続き苦情等があった際は迅速に対

応し、職員間で改善案を検討できるよ

うに努める。

より伝わりやすいよう表現⽅法などを

模索していきたいと思う。

引き続き情報の漏洩等がないよう努め

る。

事前に意思伝達⽅法など情報共有を図

り、⽇々の関わりを通したアセスメン

ト結果を基に職員で共通した配慮がで

きるようにしていく。

活動を通して、地域の⽅と交流する機

会を持てるよう調整を⾏っていく。

訓練を定期的に実施するように努める

計画書については未記載の場合もあ

るため、改善をしていく。

様々なマニュアルの更新を⾏い、その

内容を保護者様にも共有できるよう努

める。


